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〔表紙〕　八方池（白馬村）

　標高 2,060mの高地にある白馬八方池。
　条件が良ければエメラルドグリーンの美しい池にまるで鏡
のように映り込む白馬連峰は神秘的な絶景です。
� 写真提供 :（伊那支部　橘田利雄会員）�

八方池

行政書士倫理綱領
行政書士は、国民と行政とのきずなとして、国民の生活向上と

社会の繁栄進歩に貢献することを使命とする。

１　行政書士は、使命に徹し、名誉を守り、国民の信頼に応える。

２　行政書士は、国民の権利を擁護するとともに義務の履行に寄

与する。

３　行政書士は、法令会則を守り、業務に精通し、公正誠実に職

務を行う。

４　行政書士は、人格を磨き、良識と教養の陶冶を心がける。

５　行政書士は、相互の融和をはかり、信義に反してはならない。
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ご挨拶

長野県行政書士会
会長 山本 準一

長野会会員のみなさんこんにちは。先般開催されました本会定時総会におきまして

２期目の会長に就任をいたしました。あらためてご支援賜りました会員の皆さまに厚

く御礼を申し上げます。

また、日頃は本会会務につきまして、ご支援、ご尽力を戴いておりますことも、あ

わせて感謝申し上げます。

さて、一昨年の総会において、会員の「共助」と「共生」、相互扶助の精神、そし

て融和と結束を基本理念に掲げ、会長に就任しまして、はやいもので２年が経過し、

なんとか１期目の任期をつとめさせていただきました。

お陰さまで公約としました課題は一歩一歩、着実に実行させて戴いております。

まずは本会組織の改編について説明させて戴きます。本年度より「広報部」と「監

察部」を統合し、「広報監察部」としました。また、「保健環境・生活安全部」を長く

て覚えにくいことから、名称を簡潔に「環境生安部」としました。また、「市民法務

部」を「法務部」と名称を変更しまして、幅広く民事法務を所管することとしまし

た。同じく「企画研修部」を研修に特化する方針のもと、「研修部」といたしまし

た。

また、本会理事、監事、綱紀委員の定数を定めた「内規」を２０年ぶりに改正しまし

て、定数の削減を明確に規定し、役員改正となる本年度より実施する運びとなりまし

た。理事定数は２０名から１９名に、監事は３名から２名に、綱紀委員は８名から５名に

変更となりました。なお２年前から執行部は副会長を３名体制として会務運営を行っ

ております。

会員減少傾向の中、経常支出の縮減に努め、さらに盤石な財政基盤上で会務運営を
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するため各種施策を講じつつ、各支部での研修活動を強化し、支部自治支援のため、

支部交付金の増額を早急に実施したいと考えております。

お陰さまで本年度の一般会計は前期繰越金を２千万円弱計上するに至り、数年ぶり

に１億円超の予算を計上することが出来ました。

本年度においては対外的広報活動の強化を最重点項目に掲げ、昨年の「ゆるキャラ

グランプリ」で大健闘の行政書士広報部長「ユキマサ君」をしっかり活用するととも

に、各地域において市民の代表として為政に関与されておられます本会会員の先生方

には「行政書士会顧問」として、あらゆる方面において「行政書士制度」のＰＲをし

て戴くとともに、「行政書士の活用」を強力にバックアップして戴くようお願い申し

上げております。

そして、また、引き続き「行政書士ブランド」を確立するための施策を実行してい

く所存であります。行政があるいは企業、団体が行政書士を一層信頼して活用しても

らえるように、地域社会に、着実に行政書士の存在感を浸透させていかなければなま

せん。

これからも「長野県行政書士会」をみなさんとともに確かな希望の持てる会にして

いくために努力してまいる所存ですので、どうかよろしくお願いいたします。

最後に、会員の皆さまの今後益々のご健勝とご多幸を祈念しまして私のご挨拶とさ

せて戴きます。
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定時総会開催報告

平成２９年度定時総会が５月２６日（金）午後１時より、長野市のホテル国際２１で開催されました
のでご報告いたします。

１ 司 会 福井総務部員・土屋総務副部長

２ 正 副 議 長 議 長 蟹澤幸子代議員（長野支部）
副議長 木下 茂代議員（飯田支部）

３ 議事録署名人 福本 洌代議員（長野支部）、長崎政明代議員（長野支部）

４ 議案審議
第１号議案 平成２８年度事業報告 賛成多数により可決承認されました。
第２号議案 欠損処分 賛成多数により可決承認されました。
第３号議案 平成２８年度決算報告 賛成多数により可決承認されました。
第４号議案 平成２９年度事業計画（案） 賛成多数により可決承認されました。
第５号議案 平成２９年度予算（案） 賛成多数により可決承認されました。
第６号議案 綱紀委員の選任 下記の者が選任されました。（敬称略）
佐久支部 青木 孝之 諏訪支部 奥村 和雄
伊那支部 宮下 武 松本支部 一之瀬大輔
長野支部 岡部満喜夫

第７号議案 役員の選任 下記の者が選任されました。（敬称略）

会 長
長野支部 山本 準一

長野支部山本準一会員が立候補し、本会会長選任規則第２４条に基づき無投票当選により、
山本準一会員が会長に選任された。

副会長
佐久支部 荻原 政吉
諏訪支部 赤羽 康志
伊那支部 吉田 靖史

理 事
佐久支部 佐藤 佳苗
上田支部 栁澤 誠
諏訪支部 常盤 光秀 福井 竹彦
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伊那支部 赤羽 公彦
飯田支部 木下 茂
松本支部 深澤和歌子 臼井 清文 松島 茂行 岡田 忠興 長田 文雄
長野支部 宮下 幸吉 永村 清造 鈴木 潤
北信支部 髙田 勝男

監 事
佐久支部 木内 和政
松本支部 小野 清仁

会長あいさつ

受賞者日行連遠田会長あいさつ

受賞者代表謝辞 総 会
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平成２９年度

受 賞 者 名 簿

○日本行政書士会連合会関東地方協議会会長表彰状

窪 田 建 男（上田） 寺 島 完 次（松本） 吉 沢 富 雄（松本）
深 澤 和歌子（松本） 中 村 英 男（松本） 岡 部 満喜夫（長野）

以上 ６名

○長野県行政書士会会長表彰状

帯 刀 正 臣（諏訪）
以上 １名

○長野県行政書士会会長感謝状

井 出 浩 一（佐久） 常 盤 光 秀（諏訪） 臼 井 清 文（松本）
茂 住 いずみ（松本）

以上 ４名

※敬称略、（ ）内は、所属支部名
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役 員 名 簿
役 職 名 氏 名 郵便番号 事 務 所 電話番号

会 長 山本 準一 ３８１―００３４ 長野市大字高田９０８番地１ ０２６―２２７―７０６６

副 会 長 吉田 靖史 ３９９―４１１７ 駒ヶ根市赤穂８８２９番地１―２Ｆ ０２６５―８３―９４０６

〃 赤羽 康志 ３９２―００１１ 諏訪市赤羽根３―３０ ０２６６―５８―９７６５

〃 荻原 政吉 ３８５―００５１ 佐久市中込３０９７番地１ギフトショップ２階北号 ０２６７―７８―３３２０

理 事 佐藤 佳苗 ３８５―００５３ 佐久市野沢２１２番地２ ０２６７―６２―３６５３

〃 栁澤 誠 ３８６―００２４ 上田市大手１丁目１２番２３号 BIGUEDA ０２６８―２７―３１８０

〃 常盤 光秀 ３９２―００２５ 諏訪市末広１番４号 ０２６６―５２―１５３２

〃 福井 竹彦 ３９３―００００ 諏訪郡下諏訪町９２２１番地１ ０２６６―２７―９３９０

〃 赤羽 公彦 ３９９―０４２１ 上伊那郡辰野町大字辰野２１５５番地 ０２６６―４１―３８３４

〃 木下 茂 ３９５―００５１ 飯田市高羽町２丁目５番地１０―２０５号 ０２６５―２２―５６０３

〃 深澤和歌子 ３９０―０８６１ 松本市蟻ヶ崎６丁目３番１８号 ０２６３―３３―５６３４

〃 臼井 清文 ３９９―０７０５ 塩尻市大字広丘堅石５９番地７ ０２６３―５４―１０７６

〃 松島 茂行 ３９８―０００２ 大町市大町５６５９番地９ ０２６１―２３―７４５６

〃 岡田 忠興 ３９０―０８７２ 松本市北深志３―８―２ サンビレッジ開智Ａ２０１ ０２６３―３３―８４４８

〃 長田 文雄 ３９９―６３０１ 塩尻市大字贄川１１６７番地７ ０２６４―３４―２３９１

〃 宮下 幸吉 ３８９―１１０５ 長野市豊野町豊野１１０７―１ ０２６―２１５―３５８８

〃 永村 清造 ３８２―００１７ 須坂市大字日滝２０９５番地 ０２６―２４６―３９８０

〃 鈴木 潤 ３８１―０００６ 長野市大字富竹１０６８番地２０ ０２６―４０５―６６３６

〃 髙田 勝男 ３８３―００２４ 中野市東山１番１３号 ０２６９―２６―５９８６

監 事 木内 和政 ３８５―００５３ 佐久市野沢４８０番地８ ０２６７―６３―２５７０

〃 小野 清仁 ３９９―０００２ 松本市芳野１―３ ０２６３―２７―３１８０
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支 部 長 名 簿
支 部 名 支 部 長 名 事 務 所 所 在 地

佐久支部
さとう かなえ

佐藤 佳苗
〒３８５―００５３ 佐久市野沢２１２番地１
（ ℡ ０２６７ ―６２ ―３６５３）

上田支部
はやし たつよし

林 辰幸
〒３８６―００２５ 上田市天神４丁目６番８号
（ ℡ ０２６８ ―２３ ―８６６８）

諏訪支部
お ぐ ち け い こ

小口 敬子
〒３９４―０００２ 岡谷市赤羽３丁目７番５６号
（ ℡ ０２６６ ―２２ ―００８０）

伊那支部
あかはね きみひこ

赤羽 公彦
〒３９９―０４２１ 上伊那郡辰野町大字辰野２１５５番地
（ ℡ ０２６６ ―４１ ―３８３４）

飯田支部
し み ず ひろし

清水 博
〒３９５―０８１１ 飯田市松尾上溝２８１０番地２
（ ℡ ０２６５ ―２２ ―１１７１）

松本支部
まつしま しげゆき

松島 茂行
〒３９８―０００２ 大町市大町５６５９番地９
（ ℡ ０２６１ ―２３ ―７４５６）

長野支部
やまもと じゅんいち

山本 準一
〒３８１―００３４ 長野市大字高田９０８番地１
（ ℡ ０２６ ―２２７ ―７０６６）

北信支部
た か だ か つ お

髙田 勝男
〒３８３―００２４ 中野市東山１番１３号
（ ℡ ０２６９ ―２６ ―５９８６）

支 部 事 務 局
支 部 名 事 務 局 所 在 地

上田支部 〒３８６―００１２ 上田市中央２丁目１３―５本町ビル２Ｆ髙井事務所内（℡ ０２６８―２５―８７２０）

諏訪支部 〒３９２―００２７ 諏訪市湖岸通り４―８―７ 河西ビル３Ｆ （℡ ０２６６―５７―５５０３）

伊那支部 〒３９６―００１５ 伊那市中央５１５７―１ 春日ビル２Ｆ （℡ ０２６５―７３―２２０８）

松本支部 〒３９０―０８１１ 松本市中央４―５―６ クレストビル３Ｆ （℡ ０２６３―３３―７１６６）

長野支部 〒３８０―０８３６ 長野市南県町１００９―３ 長野県行政書士会館２Ｆ（℡ ０２６―２２９―６３８８）

支部の名称及び区域
支部の名称 区 域

佐 久 支 部 小諸市、佐久市、北佐久郡、南佐久郡

上 田 支 部 上田市、小県郡、東御市

諏 訪 支 部 岡谷市、諏訪市、茅野市、諏訪郡

伊 那 支 部 伊那市、駒ヶ根市、上伊那郡

飯 田 支 部 飯田市、下伊那郡

松 本 支 部 松本市､大町市､塩尻市､東筑摩郡､木曽郡､安曇野市､北安曇郡

長 野 支 部 長野市、須坂市、千曲市、上水内郡、埴科郡、上高井郡

北 信 支 部 中野市、飯山市、下高井郡、下水内郡
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対
策

委
員
会

佐
久

○
佐
藤
佳
苗

山
田
訓
之

◎
荻
原
政
吉

渡
邊
博
昭

宇
賀
神
拓
央

青
木
孝
之

木
内
和
政

青
木
孝
之

上
田

〇
中
塚
千
夏

◎
栁
澤

誠
土
屋

帝

諏
訪

関
純
子
○
常
盤
光
秀

◎
赤
羽
康
志

新
井
英
孝

槇
原
圭
司

五
味
直
美

奥
村
和
雄

赤
羽
康
志

伊
那

◎
大
槻
四
郎
○
春
日
博
幸

二
瓶
裕
史

◎
吉
田
靖
史

二
瓶
裕
史
○
宮
下

武
春
日
博
幸
○
吉
田
靖
史

飯
田

○
木
下

茂

松
本

佐
藤
明
美
◎
松
島
茂
行

八
幡
徳
広

岡
田
忠
興
◎
岡
田
忠
興
○
長
田
文
雄

茂
住
い
ず
み
○
深
澤
和
歌
子
□
一
之
瀬
大
輔

小
野
清
仁

佐
藤
明
美

長
野

◎
宮
下
幸
吉

小
島

俊
良
川
泰
章

○
島
田
貴
規
○
永
村
清
造

小
林
雅
希
○
鈴
木

潤
◎
和
田
英
幸
◎
岡
部
満
喜
夫

◎
宮
下
幸
吉

北
信

西
澤
秀
友

担
当
正
副
会
長

山
本
準
一

荻
原
政
吉

赤
羽
康
志

赤
羽
康
志

吉
田
靖
史

荻
原
政
吉

荻
原
政
吉

吉
田
靖
史

山
本
準
一

◎
：
部
長
・
委
員
長

〇
：
副
部
長
・
副
委
員
長

□
：
職
務
代
理
者
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平成２９・３０年度 役員及び各部担当者（６月３０日の合同会議にて）

６月３０日（金）ホテル国際２１において、平成２９年度の各部会等合同会議が開催されました。
会議に先立ち、２年間にわたり各部・委員会を担当する先生方に、先日の総会において選出さ
れた山本会長より委嘱書が手渡されました。各部・委員会の先生方をご紹介いたします。

会長あいさつ 合同会議

委嘱書交付 部会
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平成２９・３０年度 役員及び各部担当者（６月３０日の合同会議にて）
総務部（４名） 農林建設部（４名）

宮
下
部
長

山
本
会
長

佐
藤（
佳
）副
部
長

佐
藤（
明
）部
員

関
部
員

山
本
会
長

松
島
部
長

常
盤
副
部
長

山
田
部
員

小
島
部
員

荻
原
副
会
長

運輸交通部（３名） 国際部（３名）

山
本
会
長

大
槻
部
長

中
塚
副
部
長

良
川
部
員

赤
羽
副
会
長

山
本
会
長

赤
羽
部
長

春
日
副
部
長

西
澤
部
員

環境生安部（４名） 研修部（５名）

山
本
会
長

栁
澤
部
長

島
田
副
部
長

八
幡
部
員

新
井
部
員

吉
田
副
会
長

山
本
会
長

永
村
副
部
長

渡
邊
部
員

二
瓶
部
員

岡
田
部
員

荻
原
部
長

11― ―



平成２９・３０年度 役員及び各部担当者（６月３０日の合同会議にて）
法務部（４名） 広報監察部（７名）

山
本
会
長

小
林
部
員

槇
原
部
員

岡
田
部
長

木
下
副
部
長

荻
原
副
会
長

山
本
会
長

長
田
副
部
長

宇
賀
神
部
員

五
味
部
員

吉
田
部
長

鈴
木
副
部
長

土
屋
部
員

ADR特別委員会（３名）

山
本
会
長

深
澤
副
委
員
長

和
田
委
員
長

二
瓶
委
員
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平成２９年度日行連定時総会・日政連第３７回定期大会が開催されました

副会長 吉田 靖史

６月２２日、２３日の二日間の日程で、平成２９年度日行連定時総会と日政連第３７回定期大会が
シェラトン都ホテル東京で開催されました。

総会に先立ち「総務大臣表彰」表彰状授与式が挙行され、当会の大槻四郎会員（伊那支部）
が長年のご功績が認められて受賞の栄に浴されましたことをご報告いたします。

今回、会場正面に掲げられたスローガンは…、
「行政書士制度 法改正によるさらなる制度発展を」
「法定相続情報証明制度 行政書士こそメインプレイヤー」
「所有者不明土地問題 お役に立ちます行政書士」
「電子申請手続 行政書士の手により普及拡大を」

昨年度の事業・決算報告、新年度の事業計画・予算案について、各単位会の代議員から５７件
の質問が寄せられ、執行部が答弁した後にすべて可決承認されました。
今年度の事業計画は、国民がより活用しやすい行政書士制度の確立に向けて、「法改正の推

進」「関係機関との連携強化」「職域の確保拡大」「行政書士制度の PR活動の強化・充実」の
４点が重点課題として挙げられています。
議案審議の模様は「月刊日本行政」に掲載される予定です。

日行連定時総会

総務大臣表彰 大槻四郎会員（中央） 総会代議員
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今年は役員改選の年に当たり、日行連の会長選挙が執行されました。
会長選挙の立候補者、遠田和夫候補（佐賀会）と常住豊候補（東京会）が代議員を前に思い

を訴えた後に投票が行われ、遠田候補１２７票、常住候補１０４票との開票結果報告があり、遠田会
長が再選されました。
休会後は国会議員をはじめとした来賓をお迎えしての懇親会が催され、初日の日程を終えま

した。

翌朝９時に再開した定時総会では、平成１３年２月２２日に天皇皇后両陛下のご臨席を賜り挙行
された「行政書士制度５０周年記念式典」のダイジェストが会場のスクリーンに映し出され、国
民と行政とを繋ぐ行政書士の役割を再認識する機会となりました。
全日程終了後、日政連第３７回定期大会が行われ、運動経過報告・決算報告、平成２９年度運動

方針案・予算案が原案どおり可決承認、政治連盟新役員も承認されました。

日行連遠田会長・山本会長 高市総務大臣

日政連定期大会 大会代議員
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最大の難関を超えて ―弁護士会との協定成立―

ADR特別委員会
副委員長 深澤和歌子

本年３月３０日、長野県行政書士会と長野県弁護士会との間で、歴史的な協定が調印されまし
た。足かけ１０年を費やしてこぎつけた「行政書士 ADRセンター長野の設置運営に関する協定
書」と「覚書」（後掲）です。

平成１９年度に、当時の竹内波美男会長のもとで発足し、法務省の認証機関となることを目指
してきた ADR特別委員会ですが、山あり谷ありの１０年間でした。
司法制度改革で ADR（裁判外紛争解決）の必要性が認められて普及推進が始まり、司法書

Ａ Ｄ Ｒ 調 印 式

弁護士会柳澤会長あいさつ 和田ADR特別委員長あいさつ

山本会長・柳澤会長 ADR協定書調印式（本会会館）

40― ―



士会や土地家屋調査士会が認証取得に乗り出すなか、同２０年３月、日行連と日弁連は ADR４
分野（外国人の就労・就学、自転車事故、ペットのトラブル、賃貸住宅の敷金返還・原状回復
等）について協力する協定を結びました。
本会会員は当初より多大な時間と労力、経費をかけて ADRの必要性や有効性、発展途上の
その手法などを学び、山﨑隆二会長時代には、２年間、国土交通省の補助事業として「賃貸住
宅の敷金等に関する無料相談会」を実施し補助金（２４年度は約２０８万円、２５年度は約１６４万円）
の交付を受けるなど、活動を展開しました。しかし、認証申請は難航し、会内で事業の継続を
危ぶむ声も完全に消えることはありませんでした。
最大の難関だったのが、県弁護士会との協議です。法務省の機関認証の要件として「紛争解

決手続きの実施に当たり法令の解釈摘要に関し専門的知識を必要とするときに、弁護士の助言
を受けることができるようにするための措置」が定められています。そのため、弁護士会また
は個人の弁護士との協定が必要でした。竹内会長時代に県弁護士会へ協議を申し入れ、他単位
会の取り扱い分野（相続や外国人全般等）の認証状況を検討した期間がありました。その後、
山﨑会長時代に改めて弁護士会へ協議を申し込んで「恒常的な非弁活動を自浄すること」を求
められ改善に努めたり、改善を認められた後も「外国人の就労・就学」１分野のみ以外では協
定は不可能、と回答されたりと、厳しい道のりでした。
１分野だけならむしろ ADRから撤退を、という意見が本会内で強くなるなか、２７年度から

山本準一会長のもと、弁護士会と実務者レベルの非公式協議を９回行い、互いにぎりぎりの交
渉を進めた結果、４分野（自転車事故とペットトラブルに上限１４０万円を設定）での協定合意
に至りました。
この合意は、日常的な紛争の解決について行政書士も国民の役に立とう、もはや ADRの取

り組みなくして「街の法律家」とはいえない、他士業に取り残されてしまう。やるならば日行
連と日弁連が合意した原則４分野を取り扱って最大限の活動をしなくては意味が無い、という
強い思いに対し、弁護士会もせっかく続けてきた協議を何とか前向きに決着させよう、とご理
解ご努力をいただいた結果です。全国的に ADR推進の動きは逆戻りのできないレベルに至っ
ており、県弁護士会もこの４月に独自の紛争解決センターを設立されました。
ただし、この弁護士会との協調関係の大前提として、法に則り非弁活動を行わないという点

を全会員に周知し、会として徹底していくことが必要です。士業がそれぞれ尊重しあうという
点からも当然のことであり、研修や広報を通じて一層のコンプライアンス（法令順守）の精神
を根付かせていかないといけません。難関を超えたとはいえ、これからも認証申請に向けた情
報収集や規則集の見直し、弁護士会との協議、研修の実施、組織体制の準備など課題は山積で
す。皆様の更なるご理解ご協力をいただきますようお願い申し上げます。

初代 ADR特別委員会副委員長であり、平成２７、２８年度、再び ADR委員として活動を支え
て下さった宮原聖先生（上田支部）――本年２月にご逝去された宮原先生に以上ご報告致しま
すとともに、ご冥福をお祈り申し上げます。
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事 業 報 告

県主催グローバルキャリアフェアーに参加しました

副会長 吉田 靖史

５月２０日に長野県国際課主催の「グローバルキャリアフェアー２０１７」が、長野市の信州大学
工学部キャンパスを会場に行われました。
この企画の実施にあたり、本会と長野県の連携事業として相談員派遣の依頼要請を受け、赤

羽国際部長と共に相談員として参加しました。
県との連携事業は、昨秋、臼井企画研修部長

が講師として招かれた知的財産セミナーに続く
ものです。

今回のフェアーは、外国人留学生等と優秀な
人材を求める県内企業とのマッチングを応援す
るもので、県内企業２５社、留学生６０名が参加し
ました。
私たち行政書士に求められた役割は、外国人

が就労するために必要な在留資格に関すること
について、設けられた専用ブースで参加者から
の相談を受けるというものです。
寄せられた相談は、企業から５件、留学生等

からは２件でした。
企業からの相談では、雇用した留学生の在留

資格変更許可申請をご自分たちで行ったところ
不許可になったというような企業の経営計画に
影響を及ぼす案件もありました。
いずれの相談も事前に行政書士に相談してい

ただければ、ともに解決策を見いだせるような
ものであると感じました。
私たち行政書士には、外国人の在留資格の手

続き等をサポートするエキスパートであるとい
う自負があります。しかし、今回の企画への参
加は、まだまだ私たちの存在が認知されていな
いという現実を痛感する機会にもなりました。

（役職名は、いずれも当時のものです）

県国際課グローバルキャリアフェア案内

グローバルキャリアフェア

50― ―



JETRO「グローバル人材活用セミナー in長野」に講師派遣依頼

副会長 吉田 靖史

日本貿易振興機構（JETRO）の「新輸出大国コンソーシアム」事業に日行連も参画し、外
国人材を雇用する際に必要な在留資格申請手続きをサポートする行政書士を紹介する制度が実
施されています。
その内容は、日行連や JETROのホームページに掲載されていますのでご覧ください。
本会も連携事業に協力すべくジェトロ長野を訪ねたところ、標記セミナーへ講師派遣の打診

があり、本会共催の事業としてお引き受けしました。

セミナーは、６月５日に長野バスターミナル会館を会場に三部形式で行われ、第一部のテー
マ「そもそも在留資格とは？」「働くための在留資格、何が変わる？技能実習制度」を赤羽康
志副会長と私が担当し、第二部「外国人材の採用・育成・定着について」と第三部「国際化促
進インターンシップ事業について」のテーマはジェトロの講師等が４１名の参加者にお話ししま
した。

参加者は、県内製造業などの企業や商工会議所、金融機関、自治体など多岐にわたり、行政
書士制度をアピールする絶好の機会にもなりました。

JETROセミナー案内 JETRO会場の様子
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お 知 ら せ

長野県行政書士会会則施行規則の一部改正について

（平成２９年４月１４日理事会議決）

○長野県行政書士会会則施行規則（昭和６１年４月１日）の一部を次のように改正する。

新 旧

（業務組織）
第１１条 会則第５２条の２の規定により、本会
業務の適正な運営を図るため、次に掲げる
組織を置く。また、必要に応じて特別委員
会を置くことができる。
（１） 正副会長会
（２） 支部長会
（３） 総務部
（４） 農林建設部
（５） 運輸交通部
（６） 国際部
（７） 環境生安部
（８） 研修部
（９） 法務部
（１０） 広報監察部
（１１） ＡＤＲ特別委員会

２ （略）

（業務分掌等）
第１２条 前条の規定による組織の業務分掌
は、次のとおりとする。
（１）～（６）（略）

（７） 環境生安部
① 保健、福祉、風俗営業、消防、古物
その他生活安全に関する事項
② 廃棄物処理業その他環境対策に関す
る事項

（８） 研修部
① 新規登録者必須研修、法定業務研修

（業務組織）
第１１条 会則第５２条の２の規定により、本会
業務の適正な運営を図るため、次に掲げる
組織を置く。また、必要に応じて特別委員
会を置くことができる。
（１） 正副会長会
（２） 支部長会
（３） 総務部
（４） 農林建設部
（５） 運輸交通部
（６） 国際部
（７） 保健環境・生活安全部
（８） 企画研修部
（９） 市民法務部
（１０） 広報部
（１１） 監察部
（１２） ＡＤＲ特別委員会

２ （略）

（業務分掌等）
第１２条 前条の規定による組織の業務分掌
は、次のとおりとする。
（１）～（６）（略）

（７） 保健環境・生活安全部
① 保健、福祉、風俗営業、消防、古物
その他生活安全に関する事項
② 廃棄物処理業その他環境対策に関す
る事項

（８） 企画研修部
① 新規登録者必須研修、法定業務研修
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に関する事項
② 各専門部及び支部との研修会の調
整・管理に関する事項
③ 新規業務の研修に関する事項

（９） 法務部
① 相続、成年後見及び契約等の権利義
務及び事実証明に関する事項
② 市民相談に関する事項
③ 新規業務の開拓及び知的資産に関す
る事項

（１０） 広報監察部
① 会報の発行、ホームページの管理そ
の他広報活動に関する事項
② 行政書士法及び関係士業の法規に関
する調査、研究、伝達に関する事項
③ 非行政書士による業務の監察に関す
る事項

（１１） ＡＤＲ特別委員会
① 裁判外紛争解決機関の認証申請に関
する事項
② 裁判外紛争解決に関する研修その他
調停委員の育成に関する事項
③ 裁判外紛争解決手続き等を活用して
の市民相談に関する事項

に関する事項
② 知的資産その他新規業務の開拓及び
当該業務の研修に関する事項

（９） 市民法務部
① 相続、成年後見及び契約等の権利義
務及び事実証明に関する事項
② 市民相談に関する事項

（１０） 広報部
① 会報の発行、ホームページの管理そ
の他広報活動に関する事項

（１１） 監察部
① 行政書士法及び関係士業の法規に関
する調査、研究、伝達に関する事項
② 非行政書士による業務の監察に関す
る事項

（１２） ＡＤＲ特別委員会
① 裁判外紛争解決機関の認証申請に関
する事項
② 裁判外紛争解決に関する研修その他
調停委員の育成に関する事項
③ 裁判外紛争解決手続き等を活用して
の市民相談に関する事項

附 則
この規則は、昭和６１年４月１日から施行す

る。
（以下略）

附 則
この規則は、平成２９年４月１４日から施行す
る。

附 則
この規則は、昭和６１年４月１日から施行す
る。
（以下略）

※改正後の長野県行政書士会会則施行規則につきましては、本会ホームページをご覧ください。
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平成２９年度行政書士試験のご案内

１ 受験資格
年齢、学歴、国籍等に関係なく、どなたでも受験することができます。

２ 試験日及び時間
平成２９年１１月１２日（日） 午後１時～午後４時まで

３ 試験会場
ＪＡ長野県ビル 長野市南長野北石堂町１１７７―３
松本歯科大学 塩尻市広丘郷原１７８０

４ 受験手数料 ７，０００円

５ 受験願書受付期間
（１） 郵送申込み

平成２９年８月７日（月）～９月８日（金）消印有効
（２） インターネット申込み

平成２９年８月７日（月）午前９時～９月５日（火）午後５時

６ 合格発表 平成３０年１月３１日（水）

７ 問い合わせ先
一般財団法人行政書士試験研究センター
所在地：〒１０２―００８２ 東京都千代田区一番町２５番地 全国町村議員会館３階
試験専用照会ダイヤル：０３―３２６３―７７００
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総務大臣表彰

本会元副会長大槻四郎氏（伊那支部）は、多年にわたる行政書士としての功
績が認められ、去る６月２２日総務大臣表彰を受賞されました。誠におめでとう
ございます。

長野県収入証紙の販売について
本会では、長野県収入証紙を販売しております。
購入方法は、事務局へお申し込みをいただき、現金又は請求払いの何れかの方法で購入
していただけます。
購入方法等の詳細については、長野県収入証紙売りさばき取扱規程をご覧いただくか、
事務局にお問い合わせください。
なお、年間１０万円以上購入されますと、年度末に約１パーセントを還元しておりますの
で是非御利用をお願いします。

メールマガジンの発行について
長野県行政書士会では、会員の皆様を対象として、公式ホームページの更新情報、法改
正情報、業務関連情報等の配信を行うこととなりました。
つきましては、メールマガジンの購読（受信）を希望される方は、件名に「メールマガ

ジン登録希望」と記載し、事務局宛のメールでご登録ください。
事務局：gn-nagano@msa.biglobe.ne.jp

２０１７年６月２２日
平成２９年度 総務大臣表彰表彰状授与式

日本行政書士会連合会
於 シェラトン都ホテル東京
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１部 １，０００円
（送料 別）

行政書士法制定６０周年記念ＤＶＤの注文

斡 旋 物 一 覧 表

品 名 価 格 備 考

書 類 作 成 印 ２，６００円

行 政 書 士 徽 章（ネジ） ２，６５０円 送料実費

行 政 書 士 徽 章（タイタック） ２，６５０円 〃

事 件 簿 用 紙 ３００円 〃

領 収 書 ７００円 〃

戸 籍 謄 本 等 職 務 上 請 求 書

（新様式・Ａ４版）
８００円

「購入申込書」と「誓約書」で注文願います。

送料実費

自 然 公 園 法 の 手 引 １，０００円 〃

新会社法パート２（Ｈ１８．８．１１） １，５００円 〃
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□正副会長会

１ と き 平成２９年３月１４日（火）
２ と こ ろ 長野市、会館
３ 出 席 者 山本会長、吉田、清水各副会長
４ 会議事項
⑴ 組織改編について
⑵ 平成２９年度事業計画（案）と予算（案）につい
て
⑶ 一般社団法人コスモス成年後見サポートセ
ンター長野県支部との会館使用契約について
⑷ その他

□理事会

１ と き 平成２９年３月１４日（火）
２ と こ ろ 長野市、会館
３ 出 席 者 山本会長、吉田、清水各副会長、

木内、栁澤、赤羽、関、二瓶、小
野、深澤、臼井、松島、岡田、和
田、小畑、宮下、髙田各理事

４ 会議事項
⑴ 組織改編について
⑵ 平成２９年度事業計画（案）及び予算（案）につ
いて
⑶ 一般社団法人コスモス成年後見サポートセ
ンター長野県支部との会館使用契約について
⑷ その他

□関東地方社会保険未加入対策協議
会長野県ワーキンググループ

１ と き 平成２９年３月１６日（木）
２ と こ ろ 長野市、長野合同庁舎
３ 出 席 者 木内農林建設部長
４ 議 題
⑴ 関東地方社会保険末加入対策推進協議会の
取組みについて
⑵ 長野県ワーキンググループ構成団体の取組
みについて

⑶ 意見交換

□商工会連合会臨時総会

１ と き 平成２９年３月２３日（木）
２ と こ ろ 長野市、ホテル国際２１
３ 出 席 者 山本会長

□市民法務部研修会

１ と き 平成２９年３月２５日（土）
２ と こ ろ 長野市、会館
３ 出 席 者 吉田副会長、小野部長、宮下副部

長、木下部員、会員１２名
４ 内容・講師

第５回民法講座・信州大学法科大学院 教授
長瀬一治 先生

□信州大学法科大学院閉校式

１ と き 平成２９年３月２７日（月）
２ と こ ろ 松本市、信州大学人文・経法学部
３ 出 席 者 二瓶広報部長

□本会と弁護士会とのADR調印式

１ と き 平成２９年３月３０日（木）
２ と こ ろ 長野市、会館
３ 出 席 者 山本会長、吉田、坂本各副会長、

和田委員長、深澤副委員長
４ 弁護士会 会長柳澤修嗣様、副会長長瀬孝浩

様、業務対策委員相馬弘昭様、業
務対策委員会他士業対策部会長江
口伸介様

□監査

１ と き 平成２９年４月１０日（月）
２ と こ ろ 長野市、会館
３ 出 席 者 熊井、小林各監事、山本会長、和

田総務部長・政連会長、土屋幹事
長

４ 監査執行状況

会 議 報 告
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平成２８年度一般会計、斡旋物特別会計の収入・
支出状況について、並びに長野県行政書士政治連
盟の収入・支出状況について、関係帳簿、証拠書
類、預金通帳等により監査が行われた。
監査結果については、４月１４日（金）開催の理事

会及び幹事会で監事から適正に処理されている旨
報告がなされた。

□表彰選定会議

１ と き 平成２９年４月１０日（月）
２ と こ ろ 長野市、会館
３ 出 席 者 山本会長、坂本、吉田、清水各副

会長、和田総務部長
４ 会議事項
⑴ 平成２９年度表彰者の選定について

□正副会長会

１ と き 平成２９年４月１０日（月）
２ と こ ろ 長野市、会館
３ 出 席 者 山本会長、坂本、吉田、清水各副

会長、和田総務部長
４ 会議事項
⑴ 長野県行政書士会会則施行規則の一部改正
（案）について
⑵ 平成２８年度事業報告及び決算について（監
査報告）
⑶ 未納会費の欠損処分について
⑷ 平成２９年度事業計画（案）及び予算（案）につ
いて
⑸ 平成２９年度表彰者の決定について
⑹ 平成２９年度定時総会等の進行計画（案）につ
いて
⑺ その他

□理事会

１ と き 平成２９年４月１４日（金）
２ と こ ろ 長野市、会館
３ 出 席 者 山本会長、坂本、吉田、清水各副

会長、木内、土屋、栁澤、赤羽、
関、二瓶、小野、深澤、臼井、松
島、岡田、和田、小畑、宮下、髙

田各理事、熊井、小林各監事
４ 会議事項
⑴ 長野県行政書士会会則施行規則の一部改正
（案）について
⑵ 平成２８年度事業報告及び決算について（監
査報告）
⑶ 未納会費の欠損処分について
⑷ 平成２９年度事業計画（案）及び予算（案）につ
いて
⑸ 平成２９年度表彰者の決定について
⑹ 平成２９年度定時総会等の進行計画（案）につ
いて
⑺ その他

□弁護士会役員就任披露宴

１ と き 平成２９年４月２０日（木）
２ と こ ろ 長野市、ホテル犀北館
３ 出 席 者 山本会長、深澤 ADR特別副委員

長

□上田支部総会

１ と き 平成２９年４月２１日（金）
２ と こ ろ 上田市、ささや
３ 出 席 者 吉田副会長

□佐久支部総会

１ と き 平成２９年４月２９日（土）
２ と こ ろ 佐久市、ゴールデンセンチュリー

一萬里温泉
３ 出 席 者 山本会長

□伊那支部総会

１ と き 平成２９年５月１日（月）
２ と こ ろ 伊那市、JA上伊那本所
３ 出 席 者 山本会長

□長野支部総会

１ と き 平成２９年５月１０日（水）
２ と こ ろ 長野市、会館
３ 出 席 者 山本会長

5858― ―― ―



□松本支部総会

１ と き 平成２９年５月１１日（木）
２ と こ ろ 松本市、松本勤労者福祉センター
３ 出 席 者 山本会長

□選挙管理委員会

１ と き 平成２９年５月１１日（木）
２ と こ ろ 長野市、会館
３ 出 席 者 小林委員長、福井副委員長、齊

藤、片桐、原田、春日各委員
４ 会議事項
⑴ 平成２９年度会長選挙立候補者について
⑵ 会長選挙事務について
⑶ その他

□諏訪支部総会

１ と き 平成２９年５月１２日（金）
２ と こ ろ 諏訪市、ホテル鷺の湯
３ 出 席 者 山本会長

□飯田支部総会

１ と き 平成２９年５月１２日（金）
２ と こ ろ 飯田市、シルクホテル
３ 出 席 者 山本会長

□一日合同行政相談所

１ と き 平成２９年５月１６日（火）
２ と こ ろ 松本市、井上百貨店
３ 出 席 者 三浦、長田各松本支部会員

□（一社）資源循環保全協会総会

１ と き 平成２９年５月１７日（水）
２ と こ ろ 長野市、メルパルク
３ 出 席 者 吉田副会長

□総会運営会議

１ と き 平成２９年５月１９日（金）
２ と こ ろ 長野市、会館
３ 出 席 者 正副会長、各部長、総務副部長、

総務部員、政連会長、幹事長、副

会長、蟹澤、木下各会員
４ 会議事項
⑴ 平成２９年度定時総会等の運営について
⑵ その他

□司法書士会総会

１ と き 平成２９年５月１９日（金）
２ と こ ろ 長野市、ホテル犀北館
３ 出 席 者 山本会長

□長野県・（公財）長野県国際化協会
主催グローバルキャリアフェア
in 長野

１ と き 平成２９年５月２０日（土）
２ と こ ろ 長野市、信州科学技術総合振興セ

ンター
３ 出 席 者 吉田副会長、赤羽部長

□内閣府主催成年後見制度利用促進
基本計画にかかる説明会

１ と き 平成２９年５月２３日（火）
２ と こ ろ 東京都、中央合同庁舎第４号館
３ 出 席 者 コスモスしなの大槻支部長

□日行連関地協会長会

１ と き 平成２９年６月５日（月）
２ と こ ろ 東京都、東京都行政書士会
３ 出 席 者 山本会長

□本会・ジェトロ長野共催グローバ
ル人材活用セミナー in 長野

１ と き 平成２９年６月５日（月）
２ と こ ろ 長野市、長野バスターミナル会館
３ 出 席 者 吉田副会長、赤羽国際部長
４ 講 演
⑴ そもそも在留資格とは？
⑵ 働くための在留資格、何か変わる？技能実
習制度

□正副会長会

１ と き 平成２９年６月９日（金）
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２ と こ ろ 長野市、会館
３ 出 席 者 山本会長、吉田、赤羽、荻原各副

会長
４ 会議事項
⑴ 行政書士会の人事について
⑵ 会務全般について
⑶ その他

□社労士会総会

１ と き 平成２９年６月９日（金）
２ と こ ろ 長野市、ホテルメトロポリタン長

野
３ 出 席 者 山本会長

□一日合同行政相談所

１ と き 平成２９年６月１５日（木）
２ と こ ろ 上田市、サントミューゼ
３ 出 席 者 栁澤、髙井各上田支部会員

□理事会

１ と き 平成２９年６月３０日（金）
２ と こ ろ 長野市、会館
３ 出 席 者 山本会長、吉田、赤羽、荻原各副

会長、佐藤、栁澤、常盤、福井、
赤羽、深澤、松島、岡田、長田、
宮下、永村、鈴木、髙田各理事、
木内、小野各監事

４ 会議事項
⑴ 部長、副部長、部員の選任について
⑵ その他

□合同会議

１ と き 平成２９年６月３０日（金）
２ と こ ろ 長野市、ホテル国際２１
３ 出 席 者 正副会長、理事、監事、各部員、

各委員
４ 会議事項
⑴ 各部員等への委嘱書交付
⑵ 平成２９年度事業の事業について

□総務部会

１ と き 平成２９年６月３０日（金）
２ と こ ろ 長野市、ホテル国際２１
３ 出 席 者 宮下部長、佐藤副部長、関、佐藤

各部員
４ 会議事項
⑴ 平成２９年度事業計画について
⑵ その他

□農林建設部会

１ と き 平成２９年６月３０日（金）
２ と こ ろ 長野市、ホテル国際２１
３ 出 席 者 松島部長、常盤副部長、山田、小

島各部員
４ 会議事項
⑴ 平成２９年度事業計画について
⑵ その他

□運輸交通部会

１ と き 平成２９年６月３０日（金）
２ と こ ろ 長野市、ホテル国際２１
３ 出 席 者 大槻部長、中塚副部長、良川各部

員
４ 会議事項
⑴ 平成２９年度事業計画について
⑵ その他

□国際部会

１ と き 平成２９年６月３０日（金）
２ と こ ろ 長野市、ホテル国際２１
３ 出 席 者 赤羽部長、春日副部長、西澤部員
４ 会議事項
⑴ 平成２９年度事業計画について
⑵ その他

□環境生安部会

１ と き 平成２９年６月３０日（金）
２ と こ ろ 長野市、ホテル国際２１
３ 出 席 者 栁澤部長、島田副部長、新井、八

幡各部員
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４ 会議事項
⑴ 平成２９年度事業計画について
⑵ その他

□研修部会

１ と き 平成２９年６月３０日（金）
２ と こ ろ 長野市、ホテル国際２１
３ 出 席 者 荻原部長、永村副部長、渡邊、二

瓶、岡田各部員
４ 会議事項
⑴ 平成２９年度事業計画と予算について
⑵ 平成２９年度研修会の実施内容・日程等につ
いて
⑶ その他

□法務部会

１ と き 平成２９年６月３０日（金）
２ と こ ろ 長野市、ホテル国際２１
３ 出 席 者 岡田部長、木下副部長、槇原、小

林各部員
４ 会議事項
⑴ 平成２９年度事業計画について
⑵ その他

□広報監察部会

１ と き 平成２９年６月３０日（金）
２ と こ ろ 長野市、ホテル国際２１
３ 出 席 者 吉田部長、長田、鈴木各副部長、

宇賀神、土屋、五味各部員
４ 会議事項
⑴ 会報１３６号について
⑵ 行政書士制度広報月間について
⑶ 会員名簿の印刷について
⑷ その他

□ADR特別委具会

１ と き 平成２９年６月３０日（金）
２ と こ ろ 長野市、ホテル国際２１
３ 出 席 者 和田委員長、深澤副委員長、二瓶

委員
４ 会議事項

⑴ 平成２９年度事業計画について
⑵ その他

□綱紀委員会

１ と き 平成２９年６月３０日（金）
２ と こ ろ 長野市、ホテル国際２１
３ 出 席 者 青木、宮下、岡部各委員
４ 会議事項
⑴ 委員長、副委員長、職務代理者の互選につ
いて
⑵ その他

□特定行政書士法定研修

１ と き 平成２９年７月５日（水）
２ と こ ろ 長野市、会館
３ 出 席 者 荻原部長、渡邊部員、受講者６名

□平成２９年度行政書士試験実施に係
る説明会

１ と き 平成２９年７月７日（金）
２ と こ ろ 東京都、全国町村議員会館
３ 出 席 者 吉田、赤羽各試験場責任者

□特定行政書士法定研修補講

１ と き 平成２９年７月１０日（月）
２ と こ ろ 長野市、会館
３ 出 席 者 永村副部長、受講者３名

□ADR特別委員会

１ と き 平成２９年７月１０日（月）
２ と こ ろ 長野市、会館
３ 出 席 者 和田委員長、深澤副委員長、二瓶

委員
４ 会議事項
⑴ 規程集の事前確認
⑵ 事前相談、認証申請までのスケジュール確
認
⑶ 認証申請必要書類の確認
⑷ その他
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長長野野県県行行政政書書士士政政治治連連盟盟ののペペーージジ

就任のごあいさつ

政連会長 三井 経光

平成２９年度長野県行政書士政治連盟定期大会におきまして、政連会長に選出されま

した。

また、土屋眞一幹事長（松本支部）、山本準一副会長（長野支部）、土屋勝浩副会長

（上田支部）、赤羽公彦副会長（伊那支部）の常任幹事、並びに、各支部より推薦いた

だき選任されました幹事の皆様と一体となって、行政書士の地位向上をはかります。

と同時に特定行政書士も増えるよう方法等を考え、提案して参りたいと思います。

行政書士として、自らも自覚をもちながら、市町村から仕事をお願いされる位の認

識をもってもらうよう頑張るつもりでおります。会員の皆様の熱意もよろしくお願い

申し上げます。

また、政治活動においては、無駄な政治活動は慎み、効果のある活動をして参りた

いと思います。どうか御理解をいただきながら、本会会員である長野県地方議員等連

絡会議や長野県行政書士制度推進議員懇話会、自民党職域支部、各市町村長の皆様へ

も要望活動をして参りたいと思います。

結びにあたり、会員各位の御健勝とそれぞれの事務所の御発展を御祈念申し上げま

して、会長就任のごあいさつといたします。
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長長野野県県行行政政書書士士政政治治連連盟盟ののペペーージジ

定期大会開催報告

平成２９年度定期大会が５月２６日（金）午後２時２５分より、長野市のホテル国際２１で開催されま
したのでご報告いたします。

１ 司 会 土屋総務副部長

２ 正 副 議 長 議 長 木下 茂代議員（飯田支部）
副議長 蟹澤幸子代議員（長野支部）

３ 議事録署名人 福本 洌代議員（長野支部）、長崎政明代議員（長野支部）

４ 議案審議
第１号議案 平成２８年度事業報告 賛成多数により可決承認されました。
第２号議案 平成２８年度決算報告 賛成多数により可決承認されました。
第３号議案 平成２９年度運動方針（案） 賛成多数により可決承認されました。
第４号議案 平成２９年度予算（案） 賛成多数により可決承認されました。
第５号議案 役員の選任 下記の者が選任されました。（敬称略）

会 長
長野支部 三井 経光

幹事長
松本支部 土屋 眞一

副会長
上田支部 土屋 勝浩
伊那支部 赤羽 公彦
長野支部 山本 準一

幹 事
佐久支部 荻原 政吉 佐藤 佳苗
諏訪支部 赤羽 康志 常盤 光秀 福井 竹彦
伊那支部 吉田 靖史
飯田支部 木下 茂
松本支部 深澤和歌子 松島 茂行 岡田 忠興 長田 文雄
長野支部 宮下 幸吉 永村 清造
北信支部 髙田 勝男

会計監事
佐久支部 木内 和政
松本支部 小野 清仁
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会 員 の 動 き

編 集 後 記

平成２９年度から、広報部と監察部は一つとなり、広報監察部に生まれ変わりました。

行政書士の認知度向上・業務獲得のための広報活動と、「非行政書士による業務侵害」の防止などの

調査・監察活動は、行政書士制度そのものにかかわる問題であり、全ての行政書士が取り組むべき課題

です。

これより２年間、広報監察部は行政書士制度の普及のため一丸となって広報・監察活動に邁進してま

いりますが、個々別の会員の皆様におかれましても、広報・監察活動へのご理解・ご協力の程、お願い

申し上げます。

（広報監察部 土屋）

※個人情報保護のため掲載事項を省略いたしました。

―入会者―
個人会員

所属支部 入会登録
年 月 日 氏 名 事務所

（市町村名のみ） 所属支部 入会登録
年 月 日 氏 名 事務所

（市町村名のみ）

長野支部 ２９．４．２ 宮本 徹 長野市 松本支部 ２９．４．２ 川上 昌哉 松本市

上田支部 ２９．４．１５ 藤森 啓志 上田市 飯田支部 ２９．５．１ 原 満輝 飯田市

諏訪支部 ２９．５．１ 木村 和彦 岡谷市 長野支部 ２９．５．１ 檜山 大地 長野市

佐久支部 ２９．６．１ 有坂 桂 南佐久郡小海町 長野支部 ２９．６．１ 伊藤 安芸 長野市

長野支部 ２９．６．１ 岡本 忠雄 長野市 松本支部 ２９．６．１５ 杉山 博章 松本市

松本支部 ２９．６．１５ 松田 裕成 松本市 伊那支部 ２９．６．１ 中嶋 健治 伊那市

―退会者―

所属支部 氏 名 退 会
年 月 日 所属支部 氏 名 退 会

年 月 日 所属支部 氏 名 退 会
年 月 日

松本支部 西村 克之 ２９．３．２ 長野支部 北田 利幸 ２９．３．３１ 諏訪支部 伊藤 正 ２９．３．７

松本支部 小岩井 晶 ２９．３．３１ 伊那支部 赤坂 千秋 ２９．３．１４ 長野支部 泉 鏡子 ２９．３．３１

諏訪支部 矢崎 和久 ２９．３．２２ 上田支部 久保田昌人 ２９．３．３１ 松本支部 齋藤 良 ２９．３．３１

長野支部 岡村 吉宗 ２９．３．３１ 松本支部 小口 裕康 ２９．４．１１ 飯田支部 竹内喜一郎 ２９．５．１１

長野支部 唐澤 武彦 ２９．５．３１ 飯田支部 久保 秋雄 ２９．５．２６ 飯田支部 尾畑 米子 ２９．５．１９

長野支部 原 知敬 ２９．５．３１

ご 逝 去
謹んで、ご冥福をお祈りいたします。

沓 掛 英 男 殿（上田）
平成２９年６月
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広 報 監 察 部

広報監察部では、長野県行政書士会会員からの投稿を下記の要領により受付いたします。

１．原稿等について
（１）表紙用の写真、絵画、書など

作品及び作品の簡単な説明（１００字程度）
（２）行政書士業務に関する研究論文、資料あるいは実務事例報告など

字数２，０００字程度
（３）その他

自由投稿
２．上記投稿は、自作で著作権法等に抵触しないものに限ります。（肖像権等ご注意下さい。）
３．本会及び他者（個人・団体を問わず）の誹謗・中傷、あるいは不穏当な語句を含む原稿
は掲載できません。
４．原稿などの送付方法について
（１）原稿は、メールあるいはメールに文書ファイル、画像ファイル等を添付してお送りく
ださい。

（２）ＦＡＸ及び手書きによる原稿は出来るだけご遠慮下さい。
（３）投稿の際は、件名に「広報誌投稿」と記載し事務局宛にお送り下さい。
（４）投稿後の原稿の訂正は必ず書面（メール含む）で行ってください。
５．原稿等は随時募集しておりますが、広報誌は年４回の発行となっておりますので投稿者
の掲載したい時期に掲載できない場合もございますので、ご了承下さい。
６．投稿原稿の採否は広報監察部会で決定いたします。採否の理由については一切お答えで
きません。また、原稿は採否に関わらず返却いたしません。
７．編集の都合により大幅な加筆、修正、削除等が必要な場合は広報監察部から投稿者に対
して連絡いたします。その求めに応じていただけない場合は掲載できませんのでご了承下
さい。
８．投稿を掲載したことにより発生したトラブルに関して、県行政書士会及び広報監察部は
一切責任を負いません。
９．掲載記事に関する質問・意見については一切お答えできません。

Eメール：gn―nagano＠msa．biglobe．ne．jp

発行所 長野県行政書士会
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TEL ０２６（２２４）１３００ FAX ０２６（２２４）１３０５
ホームページ http : //www．nagano-gyosei．or．jp
メールアドレス gn-nagano@msa．biglobe．ne．jp

発行者 会 長 山本 準一
編集者 広報監察部長 吉田 靖史 印刷 三和印刷㈱

行政書士ＮＡＧＡＮＯ 投稿募集






